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阪神大震災一調査研究委員会レポート

守 屋 秀 夫
調査研究委員会委員長・千葉大学教授

千葉市稲毛区弥生町 133
TEL 043 251 1;11

被災地を訪ねて

1月 17日 の阪神大震災の数日後、調査

研究委員会を開き、 aacaの 視点から

被害の状況を調査しておく必要があるだ

ろうと話し合つた。そして、何人かの委

員が 2月 にはいってから、神戸など被災

地の主としてパブリックアートを中心に

見て回つてきてくれた。その結果が 3月

の調査研究委員会で報告されたが、建物

のように個々の作品の被害状況を報告し

てもあまり意味がない。むしろ、現地を

見てきた各人の感想を述べ合つて議論を

したほうが意義があろうということにな

った。

4月 初旬、私も地震後初めて神戸の街

を歩いて回つた。lJ Rの出陽線かやつと

東西つなかったときであり、まだ傾いた

ままの家が多数放置された姿もあつた反

面、三宮の商店街などは表面的には活気

を取り戻し、人々の表情にも明るさがみ

えてきていた。

出かける前に目にした資14に は、美術

館などにおける美術品の被害や、劇場・

ホールにおける施設の物的被害などが報

告されていたが、概して建築の被害に較

べればそれほど深亥」なものではなかつた。

しかし、現地で見たものはこれらの報

告から受ける感じとは違つた実状であつ

た。ltlえ ば三宮にある神戸市立博物館は、

露 口 典 子
プロデューサー・アー トワーク風場主宰

東京都杉並区和泉2-367302
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わがふるさと神戸が語ること

神戸が大震災に見舞われた。幼い頃よ

り慣れ親しんできた街が 。無残に壊さ

れた神戸を見たくはなかった。しかし、

故郷だからこそ、また、アー トに関わる

ものとしては、どうしても自分の目で見

三宮の被害状況。崩壊した建物や、解体用の足場
囲いをされた建物が並んでいる。

「建物全体の被害が大きく、開館のメド

はたっていない。J(1月 21日 朝日新聞 )

とは報道されていたが、外観でみるかぎ

り建物は無傷に近かつた。ただ、前面の

道路面は大きく沈下し、舗石も波をうつ

て暴れており、道路との取り付け部分の

破壊はまったく放置されたままであった。

玄関扉には「当分休館」の知らせが淋し

く貼り紙してあつた。市民木―ルの類も

同様で、施設としてはほとんど無被害で

あっても、催 しは当分中止となり、広い

ロビーなどを利用して市民への各種連絡

の基地となつていた。地震直後には避難

場所や物資の配給所になつていたのでは

ないかと想像される。屋外に置かれた彫

亥Jな ども、作品自体がlllれたとか破損し

たとかいう次元の問題ではなく、作品は

無事でも足元の地盤が荒れたままになっ

ていれば、前を通る人たちからはまった

ておきたかつた。

2月 10日 から12日 の 3日間、複雑な思

いが交差する中を、委員の方々と被災地

を歩いた。その時の経路を、街の様子を

織り混ぜながらたどつてみたい。
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・早朝、東京を調査委員 4名が出発 (日

神戸市立博物館。玄関扉は閉鎖され、
「当分休館」の貼り紙がしてあった。

く無視されているように見受けられた。

住宅 。商店・工場 。事務所のように、サ

バイバルな状況でも生きていくために直

接必要な施設は、ともかく機能の復帰が

急がれる。学校なども、災害直後の何日

間かは機能中断もやむを得ないとされて

も、一月二月とたてば正常に戻ることが

要請される。これに対して美術館やホー

ルなど文化施設といわれるものは、たと

え機能的に活動が可能であつても、しば

らく機能を停止させるのが危機に面した

ときの自然の成り行きなのであろう。

通りゆく人たちから相手にされない彫

亥Jを 見て、その作品を哀れと思う反面、

そのようなアー トと人々との間に心の交

流が感じられた状態、美術館やホールに

行つて人々が文化を楽しむことのできる

状態の、平穏のありがたさを改めて感じ

たのである。

高、坂上、中島、露口)

途中、京都より会員 2名が参力日 (山本、

青目田)

・昼過ぎ、」Rと 代替バスを乗り継いで

三宮に至」着

(三宮駅周辺では、ほとんどのビルが

崩壊、傾斜、伊」壊 )
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調査ルート図

2/10ルート

2ア 11ルート

2/12ルート

神戸文化ホール

・市役所所轄部署に挨拶

(旧 市庁舎は報道通りの崩壊。新舎は

被災者で足の踏み場もない有様 )

・市役所～フラワーロー ド～

(花 と彫亥」の道として昔から親しまれ

ているフラワーロー ド。すぐ横の公園

には炊き出し用テント。お風呂の案内

を貼られている石の彫刻に一部予J離が

あるものの、他の作品は特に影響なし)

・～海岸通り～旧居留地～

(こ こは神戸の近代的まちづくり発祥

の地。重文の十五番館は全壊だが、神

戸税関など大正から昭和初期の石の建

造物は外見上無事。道路部分が沈んで

建物との落差約45om)

・～メリケンパーク～ハーバーランド

(比較的新しく設置された作品が多い

所だが、いたる所に見られる液状化や

地割れの影響も受けずに無事。海岸縁

りに設置されていた彫亥」は傾く)

一
一
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中山手カ トリック教会

回教寺院

生田神社

・ハーバーランドから船か出ていること

がわかり、大阪天保山へ。大阪泊。

2/11仕 )

・ 5名 (日高、坂上、中島、龍田、露口)

で天保山より船で八一バーランドヘ

・神戸駅からt」 日にて須磨へ

(長田、鷹取、須磨と、車中から見え

る風景は無残。かつての賑わいは焼け

野原。駅がひとつ完全に消失 )

・須磨離宮公園 (閉鎖中)

(1968年 より現代彫亥」展開催。昨年で

14回 目。受賞作は市の各所に置かれて

いる。週末は家族連れで賑わうはすが、

人ひとり見当たらない。噴水の一部、

石燈籠、狛犬に被害が出たのとは対照

的に、現代アートの作品は冬の陽射し

の中に健在で、地震とは無縁に見えた )

・」Rに て神戸駅～湊川神社～

(楠正成を祭つた湊川神社では、参道

に並んだ石燈籠がドミノ倒 し。狛犬は

ポートアイランド

地面に任Jれ、石の鳥居はボルトの所か

ら折れるという惨惟たる有様 )

。～神戸文化ホール～

(木―ルの玄関はllBい ているものの、

玄関前のオブジェは無事。

木―ル横の公園では、石碑に一部景J離、

噴水中央の彫亥Jが倒壊していたが、他

の彫亥」は無傷。ここは裸婦像が多く設

置されていたが、通常より浮浪者の溜

り場らしく、奇妙な風景になつていた)

・～みどりと彫刻のみち～高速神戸駅よ

り阪神電車にて三宮ヘ

(本一ルより湊川神社に沿つて神戸駅

までの道の彫亥Jはほとんどが裸婦像。

人、動物、建物、乗物と、ありとあら

ゆるものが被害を受けている中で、裸

婦像だけが堂々と立っている姿に何か

違和感を受ける。それにしても、神戸

にはこんなに裸婦像が多かつたのだろ

うか )

車中から (長 田近辺 ) 海岸線に設置された彫刻 (メ リケン波上場) アンノン化された異人館近辺
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ドミノ倒しの石燈籠 (湊川神社)

神戸市役所と広場の彫亥J(フ ラワー□―ド)

・～生田神社～回教寺院～中山手カトリ

ック教会～

(宗教建築物は、程度の差はあれ、す

べて被害を被っている。人々の心の拠

り所ということからは、被害は建物だ

けにとどまらないと思われる )

・～Fal見鶏の館～うろこの家

(煙突などが破損したものの、他と比

べれば被害は少ないように見えた。事

実、近所の家ではコツプひとつ害」れた

だけとのこと。

しかし、久し振りに訪れた異人館近辺

は、すっかリアンノン化されてしまい、

あの懐かしい神戸の面影を伝える風情

はなくなっていた)

・新神戸より地下鉄他を乗り継いで三田

経由で大阪へ。大阪泊。

2/12(日 )

・ 2名 (坂上、露回)で天保山より船で

ポーКアイランドヘ

余震に備えて床に寝かせた展示作品

(芦屋市立美術館)

(液状化の後の砂、ほこりの中を、住

人たちは水を運んでいる。島全体が50

～60omは沈下 しており、どの建物も歩

道との落差が生じているが、驚くべき

ことに、超高層ビルには外見上の被害

は見えない。ガラスもほとんど害Jれず、

彫刻にもほとんど被害がなく、人の姿

もあまりなく、島は静まり返つている。

映画のシーンを見ているような錯覚に

陥る。

建物と一体化した作品、建物と歩道の

境に設置された作品などには、被害が

でていたが、そのような作品そのもの

の数が少ないように思われた )

・午後から2名 (西宮在住調査委員竹村・

駒田)と含流。芦屋 。西宮を車でまわ

る。

(残念なことに声屋、西宮の旧家は全

壊が多い。土蔵、本造建築物が失われ、

谷崎潤―郎の世界が消えていく。

傾いた玄関と無傷のオフジェ

(神 戸文化ホール)

液状化の影響を受けた彫刻
(ポートアイランド)

ライトの山邑邸は多少損傷があつたも

のの無事を確認 )

・芦屋市立美術博物館～大谷記念美術館

(芦屋市立美術博物館はさほど被害が

なかつたものの、大谷記念美術館では

収納庫地に被害があつた。その上、被

災者150人 が避難中。

地震国日本なのに、美llJ館 には危機管

理のマニユアルもないのが現状。被災

者がすべて去り、美術館が再び機能し

始めるのはいつのことか…
)

震災後、土木、建築、防災、都市計画、

教育、心理学…様々な分野の人々が、神

戸について意見を述べている。もっとも

っと多くの人たちが、神戸について話し

をして欲しい。今回の阪神大震災が残し

たものは、ひとつの分野だけでは、至J底

解決できない多くの問題を抱えている。

今、調査研究委員会で取り上げている間

題も…。

須磨離宮公園の彫刻たち

谷崎潤―郎の世界が消えていく 建物と道路の落差 (海岸通り)
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今 吉 祝
アーティスト

兵庫県神戸市兵庫区下三条町912
TEL 078-579-2519

街の再生とパブリックアー ト

1月 17日 午前 5時 47分、布団の中。

ただ事ではない揺れに、「冗談じゃない、

こんな地震、嘘や ろ。』確か、神戸 に

いるはずなのに、ここは、わたしは、ま

だ、東京? なにが起こっているのかは、

わかつていても信じられなかった。昨年、

東京にいる友人達に、 「そろそろ、来年

あたり、大きな地震が来そうだから、神

戸に避難するわ。Jと捨て台詞を残し、神

戸に拠点を構えるつもりで、戻つてきた

ところだつた。そして、今日はその事務

所兼アトリエの、まさに契約の日だつた。

いらないことを言うものではないなと布

団の中で後悔をした。

揺れが治まり、暗闇の中、起きだし、

家族の安全を確かめあつた後、布団の回

りを見ると、とつさに丸まり布団を深く

被っていたおかげで、足下に倒れた、タ

ンスの下敷きだけは免れたようだ。電気

はつかないし、外の信号機も消灯したま

まであった。水は、まだ出るようだつた

が、止まってしまう前にすぐに浴槽に水

を溜めて、外に飛び出した。向こうの方

では真つ黒な煙と人の手が上がっている

が、近所はどうやら無事のようだ。 しか

し、あちらこちらで、屋根瓦が崩れてい

る。わが家も、同様である。火災の灰が

降つてはくるが、 1キ ロは離れている

ので、緊急の危機がないことと思い、

やつと探しだしたラジオを聴きながら、

明るくなるのを待つた。予想以上の被害

の大きさを知るのは、電気が一時的に復

旧し、テレビのニュースで、中央区の生

田神社の優」壊を見た瞬間であつた。そこ

で安否は連絡しておかないと、と思い、昨

年末、退職した事務所に連絡を入れたが、

「写真でも撮って、また今度でも送って

くださいよ。」と、悪気はなかったのだろ

うが、のんきな返事が返つてきただけで

あつて、これから先の中央の対応を予見

させていた。 600キロも離れていれば仕

方がないかと思つた。

―週間くらいは、自転車で市内を西へ

東へと、友人、知人の安否の確認、倒壊

家屋の片付けの手伝いにと、駆けまわっ

たが、神戸市のほぼ中心の兵庫区に住ん

でいるおかげで、市内各所を廻るには、

苦労しなかつた。まるで父に聞いた神戸

大空襲の後のようになった情景を、不思

議な気持ちと複雑な想いで走り回つた。

確かに、十数年はこの地を離れていて、

帰郷するたびに、亥J々 と変わりゆく都市

の姿、無機質な空間の広がりに、寂しさ

を感じていたのだが、ここまで破壊され

てしまうとは想いもしなかつた。しかし、

東西に細長く広がる街、海と山の姿を見

るとそこはまざれもなく神戸の街なのだ。

ここ数年は、制作活動よりも、バブリ

ックアートのコーディネートをしていた

ので、神戸の彫亥」達はどうなっているの

だろうと、注意しなから見ていたが、想

像 していたよりも倒壊率は低かつた。軒

並み倒れて破損してしまっているかと思

つていたのだが、基本的にバランスの悪

い、重心点の高い作品が倒れてしまった

ようだ。岐阜の彫亥」家、中岡慎太郎氏も、

六甲アイランドの自分の作品が気になつ

たようで、連絡があった。道路状況から、

進入可能なルー トを伝え、数十時間かけ

神戸にたどり着いた。さつそく、わが家

を拠点に自転車で六甲アイランドにと向

かった。華い、中岡氏の作品は無事だつ

た。六甲アイランドは地盤の液状化で建

物から、30セ ンチ以上歩道が沈下してい

たのに、設置されている十数点の作品は

1点を除き、ほとんど無事であつた。バ

ラバラになつた 1点 は、金属の作品だが、

接着斉」を使用して制作されていた為、歪

みに弱かつたようだ。他の金属作品は溶

接で造られているため、まったくの無傷

であった。なかでも、田中昇氏の接含部分

のデリケートな石の作品が、そのままだっ

たのが不思議であつた。おそらく、基礎に

かなりしっかり固定されていたので、作品

がぶれずに、そのまま沈下したのだろう。

今までここまでのケースを考えての彫

亥」配置計画を想定したことはなかつたが、

ある程度の不測の事態は必ず考えてきた
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つもりである。地震の多い I市の計画で

もなるべくその点を配慮した彫亥」の選定

で提案を行つた。しかし、今回のこの震

災で、過度にパブリックアートの設置に

気を使われるようになるのではないか、

と心配である。過乗Jな制約が自由な表現

の妨げにはなりはしないかと、ある程度

の仕事量をこなしてきた立体作家にとっ

て作品の強度は構造計算をするまでもな

く体感で理解しているはずである。また、

設置に関わるバックグラウンドを整備し

てフォローするのも、パブリックアー ト

を提案するものの重要な役害Jと いえる。

今回の震災を体験して、芸術のできる

ことは何なんだろうと、考えさせられた。

ある立体作家が、震災の焼けた廃材を使

い作品を造ろうとして、住民にひんじゅ

くを買つた。当たり前である。家族の命

を奪ったもの、思いでの詰まった場所、

そんなものを他人に興味本位で踏みにじ

られたくはないはずである。人の心を強

く刺激するものが拳術であるならば、ヒ

ユーマニズムを無視してでも、表現する

自由をゆるしてもよいのだろうか。外国

ではそんな表現法をとる作家もいるが、

日本人の心情に訴えかけることは難しい

であろう。しかし、この件に関しては、

まだまだ考えることはいつぱいあるだろ

う。それよりも、これから再生していく

街のための、パブリックアー トを考える

ことが先決かもしれない。

八―バーランド



MAKOTO YAMAMOTO

山 本 誠
環境デザイナー・佛ワイディー代表

埼玉県新座市栄377
TEL 048 478 3996

神戸で考えたこと

パブリックアー ト被害状況の調査のた

め、 2月 24日 神戸に向かつた。震災から

40日 を経過していたが、三宮駅に近づく

につれ、壊れた民家や青い養生シートに

覆われた建物が多くなる。このような中

での被災者の生活を想うと、部外者の立

場に気後れを感じたが、ますは市役所に

出向く。野外彫亥」の被害情況を伺うこと

としたが、すぐに直面したのがホールに

寝泊りしている被災者の現実であつた。

市民局文化振興課では被災者への救援

活動の中、手分けして屋外彫亥」の被害調

査を進め、ほぼ現況の把握は済んでいた。

それによると市が設置した「都市彫亥JJ

の総数は約350基ほどあり、そのうち「異

常なしJが約300基、「僅J壊Jが 22基、「損

傷Jが24基 である。被害情況の写真を見

せていただいたが、なかには彫亥Jの真下

に地害」れが走り不可抗力としか思えない

ものもあるが、一般的に石の彫亥」の被害

が多い。ただ重ねたものはもちろんのこ

と、長さ20om以上の鉄筋のアンカーがい

とも簡単に外れて転任Jし ている。幸い屋

外彫亥」による人的被害は無かつたようだ

が、人の集まる場所に設置されることの

多いパブリックアー トの安全対策には慎

重でなければならないと改めて思つた。

中 島 三枝子
画商・ぎゃらりえ・るたん代表

東京都新宿区百人町卜175304
TEL 03-3496-3666

震災とアー ト

阪神大震災の数日後、神戸在住の当会

会員の生々しい被害状況を聞いた時、即、

「これは現場を見なければ/Jと慌しい

スケジュールの中、神戸に向つた。大震

災後の美術館内の観賞用美術品は?景観

としてのパブリックアートは?非常に気

まるで映画のセットのような波上場
(ポートアイランド)

市役所をあとにして、フラワー□― ド

をポー トアイランドに向かつたが、やは

り被害を受けたビルが目につく。ポー ト

ライナーは柱脚を残すのみで桁は全て撤

去されており、高速道路の柱は中央部で

ふくらみ、鉄筋が出ている。ポー トアイ

ランド、メリケン波止場は護岸部が海に

すり落ち、地面は大きくうねつたまま硬

直した状態で固定され、まるで怪獣映画

のセットのようで、現実とはとても思えな

い。液状化による砂の浮きあがりや地盤

沈下による段差がひどく、建築の基1楚部

と一般の地盤にまたがつて設置されてい

るモニュメントは、基礎のずれによる被

害が出ている。

伝統のある亙屋根の住宅や、歴史的な

神社仏閣などの被害が著しいが、これを

になつた。

復旧乏しい交通で三宮の神戸市役所に

辿り着くと、これが現実であるという光

景に胸を打たれる。高層ビルが前後、左

右に傾いた様子は、地震の恐しさそのも

のであつた。

彫刻のある街づくりとして 358点の作

品が点在している神戸。又、須磨離宮公

きっかけに歴史的なうるおいのある景観

が失われるとしたら本当に残念だ。伝統

的な工法や素材に対する安易な否定によ

り、画―的な味気ない “まち"がますま

す多くつくられるのを恐れるのである。

また、被災 したまちの中でパブリックア

ー にがなぜかよそよそしく見えるのは単

なる私の感傷であろうか。借りもののイメ

ージや急いでつくられることの多い “ま

ち"そ して “アー μ"。 その地域や歴史と

人々の生活からかけ離れてつくられたモ

ノの本質が露呈 したということであろう。

安全性は確保されなければならないもの

の、その土地の風土や伝統をる、まえ、生

活に根強く結びついたものでなければな

らないということを、被災地の中で改め

て実感させられたのである。

職 :

ヽ

須磨宮公園
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園現代彫亥J展をビエンナーレ(隔年おき )

に開催 してきた町としても、よく知られ

ている。

野外彫亥Jの多くはス トリー トアー トと

して市内の各所に設営されていた。資料

で記憶はあつたものの、作品の多さには

驚かされた。むしろ震災以前に、この様

な数の作品のコーデイネー トに疑間を持

った。

石彫、ブロンズ、その他金属の作品群

は、予想以上に被害は少なかつた。しか

し現場に着いたB寺 は既に撤去された作品

もあり、設営等の関係を把握することは

不可能であつた。それにしても壊涜的な

街並みを背景に、通りにそそり立つ彫亥J

竹 村 楊 子
インテリアデザイナー・アートプロデューサー

佛AD8A代 表

大阪市港区海岸通2615310
TEL 06 576 1491

震災によるアートの被害状況

目を疑うばかりのlil壊の中、街の中の

アー ト、又、美術館やギヤラリー、個人

宅に展示されていたアー ト作品はどうい

う状態であつただろうか。

l恒久展示と考え設置されたパブリッ

クアー Sは、案外軽傷なものが多かつた。

中には基礎より根こそぎ倒れたものもあ

つた。

2-時的に、ある期間展示されていた

作品は、大変な被害があつた。各美術館

ニュースにその様子があるが、特に陶器

(出光美術館はガラスケースことlflれた )、

石彫を中心に多数あつた。私の∧DR∧
ギャラリーも、当時石彫展をしており、

鉄板にアンカー付の台にのつていた作品

が、そのアンカーを飛び出し任Jれていた。

台上の小品も台ことイ至J壊 していた。

この様に、今回特に目に付くのは、石

彫類の被害が大きかつた事である。街の

中においても門、鳥居、狛犬、石灯籠、

の作品群は、虚 しく、 「アー トとは何ん

だつたのか ?」 と問いかける様な気がし

てならなかつた。

翌日、須磨離宮公園に向う折、線路に

沿つた長田地区は、あたリー面焼け野原

の原野と化し、正に戦人の後と言つてよ

い酷さであつた。須磨に近くなると日本

家屋の倒壊は著 しく、瓦の重さで耐えき

れず、本造家屋が押し演されている。日

本的景観を保ってきたこの地の風景は、

この地震で変わらざるを得なくなり、今日

まで継承 した、ある意味での文化的遺産

さえも、失つたことも、目のあたりに実

感した。

わずか 2日 間の被害調査ではあつたが、

石碑、お地蔵、墓石等も、ことことく任J

壊 した。鳥居においては、基礎より根こ

そぎ倒れたもの、地上 lmの所で折れた

もの等がある。これ等の問題としては、

石は自重があるので、置いただけで安定

するという事で、灯能、墓石等は木ゾも

なく置いてあるだけであるし、石碑の大

きなものも、アンカーがあつても、今回

の地震には小さすぎたのである。であれ

ば、基本的には、基礎を大きくしつかり

する。アンカーを入れ、そのアンカーも

シール斉」を入れ、しつかり固定する事が

必要と考えられる。

しかし、余談になるが、昨年の猛暑の

後、広島に設置された6mの石のモニュ

メントが 2つ に折れた。これには、ステ

ンレスの棒が内部に補強の為入れられて

いた。皮肉な事に、このステンレスが猛

署で予測を越えて膨脹 し石を破壊したの

である。人間の浅知恵の仕掛けは、自然

の力の前では誠に心許無いものである。

この状況を見て来たなかで、私が今―

あの状況下では、人々の生活の手助けが

先決であり、文化的損失に関心が向う為

には、時間と、精神の両面の回復が必要

であろうと心に残つた。

ギャラリー内作品の倒壊 (大阪)

番困つている事は、展覧会の展示方法に、

決定的な名案がない事である。震災直後

の、東洋陶磁美術館の 「皇帝磁器展」で

は、すべての陶器がテグスでしつかりと

固定されていた。しかし、現代アー トの

ギャラリーでは、インスタレーションや、

大きなオブジェ等の展示には、安定を心

がける以外にない様である。2m高、何

トンという石彫が、観客のいる時間帯に、

地震で倒れたらという悪夢は消えない。

建物にしても、住宅にしろ、アートに

しろ、いかにも倒れそうなものは倒れた。

といって全て、倒れそうもない造形にす

るのだろうか。優JれそうでlFlれない、あ

やうい造形が一つの美である事に変りは

ない。

長田地区
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日 高 軍 也
建築造形家・デザイナー

日本大学教授 日高研究室

千葉県習志野市泉町12-1
日本大学生産工学部建築工学科日高研究室

TEL 0474-74-2496

立体作品の被害について

調査対象のパブリック・アー トのほとん

どが、建築物や高架道路のように、構造

的な設計基準に基づいて、構築されたも

のではない為、チェックの基準とするも

のがある訳ではない。したがつて、この

度はきわめて、感覚的にとらえた、感想

の域にとどまつた状況半J断 であることを、

ますおことわりしておく。

また、ここでは、作品一つ一つの被害状

況を述べるのではなく、ます被害を受け

た作品に共通した要素 (形体的、4/1質的 )

を抽出すること/cr行 つてみた。現地入り

したのは被災から3週 F・5余 り経過してい

た為、被害を受け倒壊した彫像等は、す

でに市役所イ貝Jに よつて片づけられたもの

もあり、現場に無惨な姿をさらしている

ものばかりではない。現場から片づけら

れていた作品に対しては、神戸市で刊行

した「彫亥」の街こうべJに掲載されてい

る作品写真と照合し、被害を推察 (原因

となつた形体や材質)す るにとどまった。

比較的被害を受けた立体造形物について。

1形体的な面から

①トツプヘビイーになつた、一見して不

安定なかたちのものや、宙に浮かせる

表現の物は転倒・破壊したものと思わ

れる。

ブロンズの

人体像など

トップヘビィー

なかたち

②比較的高い台座の上に設置されている

彫像で、台座と彫像との結合が弱いも

のは、台座からはずれて落下したと思

われる。

2材質と形体の面から

①金属 (ブロンズ、ステンレス、鉄、ア

ルミ...)な ど粘り気のある4/1質 で、

単一の材料で構成されている物は、比

較的被害が少なく、二つ以上の異なつ

た材質の組み合わせによるものには被

害が見られる。

2つ 以上の材質の異なった

ものが組み合っている立体

(振 動の同期が異なる為

だろうか 2)

ヒ

②石材 (粘 り気の少ない材質)で組み合

わせによるもの、重層するものは被害

を受けている。

石灯篭 、五重塔 な どは   石オガの組 み合 った

倒壊 しバ ラバラ      かたち

⑤重量のある石材で重層しているものは、

lrl壊はまぬがれても、水平方向に回

転・移動しているものが多い。

台 座 の上 にのせ てい る

だ けと思 われるもの

3基礎の面から

液状化現象がおきた地域での野外設置

造形物 (モニュメント、ガス灯…。
)

は、地中にしつかりした基礎を設けて

ないものは、ほとんどが全体的に傾い

てしまつている。基礎をしっかりと設

けていたものは、初期の位置に水平レ

ベルを保つており、基礎の周辺地面は

波うち、地害Jれが生 じている。

倒壊した石の五重ノ塔

(須磨離宮公園)

石オオでソナギが

あるもの
石材でタテに

重層 したかたち

◎石材によるスリムな形体をしたもの。

石 の鳥居

④平面的に広がりをもつ、石材の組み合

つた (集合)構成のもの。

石組みの池や、石材を敷きつめた構成

のものは、地盤の変動を直接受けて、

初期の構成を保つておらず、ガタガタ

にくずれている。

神社の狛大なと

液状化現象が

おきた地域

礎 か しっか り してい ない

もの は 全体 が倒 れてい る

モーメン ト
基礎が しっかり t′ ているもの

と思われるものは初期の水平

レベルを保 ってい る

ブロンズなど 噴水 の像 な ど

、(彫像群 の あ

る噴水 な ど)

-7-
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小 林 治 人
設景家・鞠東京ランドスケープ研究所代表

東京都渋谷区神宮前1-164
TEL 03-3404-3601

都市内オープンスペース

の重要性

阪神・淡路大震災は他人事ではない。

それも世界で最も高度な文明を誇る国の、

最も高度な機能を持つ大都市に起こった。

歴史的に内外の大震災を振 り返ってみる

と死亡者数など今回の数十倍の例がたく

さんあるが、人間の科学技術に支えられ

てきた文明がもろくも崩れさつたその規

模と被害額の大きさにおいて、世界に前

例がないものとなった。

ランドスケープ・造園の分野を包括す

る設景の概念で仕事をしている立場から

すると、大地の営みを科学しながら人々

が安全で1央適な生活が保障された町づく

りを進める事を究極の目的とするlBl面 を

持つていると自負してきたが、今こそそ

の真価を発揮するときではないか、私の

立場から見るとやや手前味贈になるけれ

ども、いつの災害においても人々の尊い

命を災害から守る事に役立ち、被災した

方々の仮の避難地としてフルに利用され

たのは、公園・緑地であつた事実を思い

起こす。

阪神・淡路大震災の場合も例外ではなか

つた。震災の発生時多くの人々は、緊急避

難場所として、公園に難を逃れた。幸い神

戸市は、公園=人当たり面積が全国平均61

平方mの倍以上の、145平方m(平成 4

年 3月 )のストックがあり、被災者は学

校、公園などに多くとどまっているのが観

坂 上 直 哉
アーティスト・アートワーク回 主宰

調布市西つつじケ丘218 8 SAK∧ビル301

TEL 03-3308-8418

モダンアートの限界

1995210阪 神大神災より24日 目に神戸

に向かつた。調査の初日」日が武庫川を

越えると、突如日常は崩壊し、あたかも

爆心地にいきなり入つたかのような風景

になる。阪神大地震は被害が震源に向か

庭園風に仕上げられた石積は
もろくもくずれ去った。

察された。さらに家屋被災者の一時居住

地 (一時的にはテント、中期的には仮設

住宅用地)と して、あるいは即席のテン

トや自動車に人が仮住まいしている公園

が多かつた。本来ならば屋内の避難施設

に全避難者を収容するのが理想であるが

その保証はないし、たとえできても避難

施設における窮屈な環境よりもオー トキ

ヤンプなどを利用する人も散見できた。

その他、生活物資の配給所、 トイレ、自

衛隊のキャンプ地、物資のヘリコプター

輸送基地、廃棄物の一時堆積地、など多

様な利用がされていたことが確認された。

政令指定都市の中で神戸市は、住区基幹

公園の整備水準を見ても最も高く一人当

たり33平方mあ りこれが良く機能した

ようである。自分の住まいの近くの公園

に避難して遠くに離れたくないと言う人

々にとつて、住区公園は特に有効に機能

した、しかし、もし強風下であつたらど

うであろう、避難民が猛人の餌食になる

住区基幹公園整備の進んだ地域では緊急避難場所

として役立った。

こと間違 いな い。 小公 園だ けでは限界の

あることを知るべきである。

また被災地を歩いて目に付く事は、多

くの樹木がしつかりと立つていたことで

ある。国道沿いの街路樹などは任J壊 した

家屋を支えて道路の空間を確保する事に

役立つていたし、大国公園の樹本は焼け

止まり効果を発揮して樹木の持つ防火効

果を立証 した。また神戸市街地を南北に

流れる河川はブロックなど三面張り構造

のため被害が多かつた。淀川などの一部

の環境復元型の多自然工法の場所におい

ては、その柔構造のゆえに地震の衝撃を

吸収して、被害が少なかつた。それに反

し、都市の高密度利用が進んだところ、

あるいは最近の人工的な工法と施設に依

存した箇所の被害が大きかつた事を考え

ると都市の過剰な高密度利用の抑制と、

都市の基盤としてのオープンスペースの

確保を常識とした都市造りをするための

社会的認識が必要である。

って暫時増大するのではなく、ある臨界

点を超えると地震が層殺のことく家宅を

破壊 し葬つたかにみえる、それは凄まじ

く、道がうねり、ビルがlllき 、砂は吹き

だし、鉛直を失ないめまいを感じる程の

惨状を呈 していた。その中を埋立地の様

子、明治、大正の石作りのビルの状況、

高層ビル、山の手の本造家屋の状況、美

術館の災害時における問題点などその調

査はaacaら しく広範囲におよんだが

ここでは狭義な意味での公共美術につい

ての印象を述べたい。

モダンアー トは石の作品の部分がところ

どころ害」れている位で金属 (ス テンレス、
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心痛む狛犬の姿 (湊川神社)

ブロンズ、鉄 )、 コンク リー トのオブジ

ェ、彫刻、モニユメントはほぼ無傷と言

っていいほど地震に対して超然と立つて

いた、傾いているのは作品自体でなく建

物の基礎と地盤との間に出来た段差によ

るものが殆どである。それとは対称的に

地域の中で大切にされてきた日本の トラ

ディショナルなアー ト、鳥居、狛犬、灯篭、

野仏、等の多くは倒壊し被災者と運命を

共にしたようにみえる。

被災者は、その姿に心を痛めているよう

に見えたのに対しモダンア上 Кはほとん

ど顧みられていなかつた。

この凄まじい破壊と放心の中で、モダン

アートをルーツとして、公共空間に設置

された作品は被災者にとつて伝言板以外

の役害Jを 担つたのだろうか、そこには人

々と共有するエナジーやエスプリはなか

つたのだろうか。

私は、近代をディティールの内から魂の

暫時失われた歴史と考えていたとはいえ

此の自日の中で毎日毎日見せられる公共

美術は一部を除き、歴史とも、自然とも

場所の意義とも関係せず多くは私、私、

私、の厭わしいほどの羅夕Jに すぎず被害

者との魂や心の交感は全くないことを鮮

超然とそびえ立つ彫刻
(ポートアイランド)

烈に感じる。

モダンアートをルーツとする公共美術の出

生を見直す時期に来たのではないだろう

か、最近よくおこなわれるプロデューサ

による場に合つた作品をセレクトしたり

サイトの機能による空間作りにしても、

近代を支えてきた人間中心の世界観を分

母としているかぎり次のプラツトホーム

は見えてこないだろう。事、物への発想

のシステム、制作のシステムそこに今大

震災が起きている。

まとめ 守 屋 秀 夫

阪神大震災の現地報告としては、これ

まで建築物土木工作物の被害状況や被災

者たちの生活が種々の機関によつて調査

され、多くのメディアを通じて報告され

てきたし、美術品そのものの被害に関し

ても美術館の組織等で行われているが、

建築や周辺環境に密接に結びついた工芸

・美術に着目した視点は乏しかった。調

査研究委員会の調査はこうした視点に立

つた調査であつた。われわれ建築・美術

・工芸等の分野で活動するものは、地震

その他の災害を考慮することが比較的少

なかったように思うので、この点を改め

て思考しなければならない。

そればかりでなく、今回の調査が、災

害を通じて文化がもつ社会的意味を考え

るきつかけを見出したことにも大きな意

義があると考える。

このような問題は今後さらに多くの人

を交えて討議すべきであろうと考え、10

月には関西に会場を選んで、「地震と環境

造形」というテーマでトークのようなも

のをしたいと企画をすすめている。

なお、今吉祝氏には特別寄稿をお願い

a

彫亥Jの伝言板 (神 戸市役所横)

根元から倒壊した鳥居 (湊川神社) 山の手の木造家屋 (声屋) 被害の大きい神社
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日時 平成 7年 6月 9日0
午後 1時～5時

場所 新潟グランドホテル

バネルテイスカツシヨン

司  会 :内 井 昭 蔵

パネラー 池 田 武 夢Б

豊 口  協

長谷川逸子

樋 口 忠 彦

,,.暫ギ3冊輩と景観」、支
■
●
ル
イ
嬌
ヤ
著
嗜
Ｌ

社団法人

日本建築美術

工芸協会会長

声原義信

「日本建築美術工芸協会は、建築家や

美術家、工芸家らが参加して設立された

団体。パブリックアートや都市景観をは

じめとする様々な問題について、討議、

提言を行う一方、シンポジウムや講演会

などを通じて、広く社会と景観に関する

意識の向上を呼び掛けている。景観シン

ポジウムもこれで 7回 目。日本海の自然

に恵まれた新潟県ということなので、今

回はテーマを『海と景観』に決めさせて

頂いた。素晴らしい方々をパネリストと

してお迎えすることができたので、貴重

なこ意見、こ提言を頂けるものと思つて

いる」

文化庁長宮

遠山敦子氏

『海と景観』というテーマの今回のシ

ンポジウム。日本は四方を海に囲まれて

いなから、その重要性に対する認識が低

しヽ。

多くの歌に詠まれたことからも分かる

ように、文化というイ貝J面からも、海と人

のつながりは深い。ところが、現在は自

然海岸が年々減少し、かつての名勝など

も姿を消しつつある。海の大切さを、尊

さをもっと考えて、景観や環境を保全す

るべきだと思う。

『自砂青松 (は くしやせいしよう)』 と

いう言葉があるが、『そんな言葉があつた

のか』と後世の人にいわれないようであ

ってほしい。

司会 :

京都大学教授

内丼昭蔵氏

テーマは『海と景観』。海と私たちの生

活のかかわりということで、過去、現在、

未来に目を向けて問題点を確認し、より

良い海と人の関係を模索するというのが

趣旨。

日本は周囲を海に囲まれなから、́海に

対する関心は低く、あまりなじみがある

とはいえなかつた。それは、日本を取り

巻く海がかなり『荒れ海』というイメー

ジがあり、自然に対して恐れを抱いてい

たことが原因であつたと思う。

しかし、一方では、海は非常に神聖な

ものというイメージもあり、『蓬か先には

楽園、浄土がある』とあこかれも抱いて

いた。

ひところ、ウオーターフロントが注目

され、海との関係を考える機運があつた

が、これはあまりに経済優先で、自然景

観の破壊をもたらすなど、反省すべき点

が多かつた。私は景観的な視点下では、

自然と人工との間に何か調和が必要だと

思うが、一方、一人ひとりの『原風景』

がベースとなる風景と視点から見ると心

証的な風景は発見されるものだとか、進

化するものと考えることもできると思

う。この双方の視点をどう調整していく

かが、今日、求められていることではな

いか。

新潟が面している日本海は、美しいタ

日や佐渡の風景など豊かな自然がまだた

くさん残されている。また、大陸に面し、

新 しい国際化に向けて脚光を浴びる海で

もある。来るべき21世紀にる、さわしい景

観をどのようにつくつていくか、そして

守るべきは何か考えてみたいと思う。

新潟県出納長

本間栄三郎氏

(新潟県平山征夫

知事代理 )

新潟市市長

長谷川義明氏

=準は蝙
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'95新潟シンポジウム 「海と景観」

あいさつ

開会あいさつ

海の尊さ考えて 景観・環境保全

簾観と進化調整が必要



人間も自然の一部

生命を大事にする気持ち

日本設計

名誉会長

池田武邦氏

建築家になる前、船乗りだつた私が毎

日欠かさすやつていたことは、月齢、潮

の状態、各71■ 気象データの把握。今日で

はこれら気象データはテレビなどで手軽

に入手できるが、船乗りにとつては海の

気象状況を知らないということは命にも

かかわることなので、毎日、欠かさず調

べていた。

近代文明に入つてからは太陽暦が採用

されているが、それ以前は月齢が使用さ

れていた。月齢を知ることによって、人々

は様々なデータを把握し、それによつて

生活を組み立てていた。それほど月齢は

生活と密接なつながりを持つていた。ち

なみに明日は十三夜、満月よりもつと美

しいお月様を見ることができる。よろし

かつたら、ぜひ眺めて見て下さい。しか

し、こうしたことも近代文明に生きてい

る私たちにとつては、ほとんど関係なく

なつているのが現状でしよう。

昭和35年ぐらいから私は、日本初とい

われる超高層ビル、霞ケ関ビルをはじめ

京王プラザビル、新宿三井ビルといつた

超高層建築の設計にずつとかかわつてき

たが、地震の多い国でも建てられるよう

になつた背景には、コンピュータの普及

がある。

当時、建築界というのはゼネコン、設

計事務所も含めて非常に古い体質、徒弟

制度的な非近代的な体質だつた。それを

(コ ンピュータなどの導入で)近代化す

ることが、建築界をより良い方向に持つ

ていく、近代文明を発展させることがよ

り素晴らしい町をつくり、素晴らしい建

築をつくり、環境をつくると信じ込んで

いた。新宿三井ビル完成後はビルの50階

にオフィスをもつた。エアコンがあり、

一年を通じて快適だし、見晴らしも良か

つた。非常に良い環境だと思つた。

ところが、ある日オフイスから、夕方

下へ下りていくと、朝は全然降つていな

かつた雪が猛吹雪になつていた。ワイシ

ャツ姿で仕事を していた私が外へ出る

と、ものすこい粉雪が顔や体にあたり大

変冷たくて、震えるほど冷たかつた。し

かし、そのとき私は何ともいえない精神

的に心地良い安らぎを感じたのである。

『ああ人間も自然の一部なんだな』と強

烈に感じたことを、今でも鮮明に覚えて

いる。

そのときに一つのカルチャーショツク

を感じました。それまで人間にとって最

も良い環境というのは湿度がこれぐら

い、温度がこれぐらいと学校で教わつた

ことが、科学的データに基づいて、エア

コンで室内環境を調整したりしていたこ

とがいい環境と思つていたことは、間違

いだったと。肉体的には寒さや署さはじ

のげるが、精神的には吹雪に身をさらし

冷たさを感じるほうがずつと安らぎを得

ることに気がついた。そうして、私は自

身が追求してきた技術文明に疑間を持つ

ようになり、近代建築のあり方にジレン

マを持ち始めた。

そうしたことを考えてみると、私自身、

自然に対する感性を失いかけていること

に気がついた。大好きなヨットにも乗つ

ていなかつた。

ある日、私が企画から設計までプロジ

ェクトに加わつた長崎のハウステンボス

までヨットで旅行をした。その時に実は

大変ショッキングな出来事に気がつい

た。海の汚染である。スクリューにはビ

ニールや漂流物が何度もからまったりし

た。特に瀬戸内海を航海した時は、あま

りのひどさに絶句した。

昔、ヒラメなどの魚介類がるヽんだんに

取れたこの海を懐かしんで、また魚を食

べたいと港に立ち寄つたら、汚染により

ほとんどいなくなつたと言われた。聞け

ば家庭からの排出物などが、汚染の主原

因だとか。海というのは陸の生活のすべ

てを反映する。それが汚れるということ

は、陸もひどいのだなと認識 してほしい。

海が美しいのはなぜか。それはそこに

多くの生命があるから。水による災害を

防ぐという理由で、単純にコンクリー ト

で護岸 してしまうが、それが水辺の貴重

な生態系を破壊 しているということに気

がついていない。考えてみると『景観』

というのは、そこにある生命を大事にす

るという気持ちがはぐくむものではない

だろうか。

時間・歴史を大切に

還産理解する心が不可欠

長岡造形大学

学長

豊口 協氏

海と景観というテーマを世界の国々が

取り上げ女台めたのは、日本よりはるか昔

の 16世紀の半ば。このころはちようど、

大航海時代が始まったときで、世界の

国々が立派な船をつくつて、地球のいろ

んな地域をまわつていたときで、船乗り

によつてその機運が盛り上がつた。

というのも、海から自分の国に帰つて

きた時に港が、景色がどうゆう姿を保つ

ているか、ほかの国の港は見ている彼ら

にとつては、自分たちの国の港が美しく

あるかないかは大問題だつたからだ。日

本でいえば江戸時代、世界的にはシェー

クスピアが八ムレッКを書いている時代

に海外では、景観を第一に考える風潮が

生まれつつあつた。

日本はというと、鎖国の時代に入つた

ため、世界が海と景観について研究をし

ている時に、海から陸を眺めるというこ

とから、遠去かつていくことになつた。

それどころか、逆に陸上から海を眺め

て一番景色の良いところはどこだろうか

と探 して、そこにホテルを造つたり、見

晴らし台、展望台をつくつたりした。海

から見て一番美しいところに人工的なも

のを造つてしまうことにより、外から見

たときにみすばらしい景観にそれが変わ

ってしまつた。

台湾という国は以前はとても美しい島

だつたが、最近は近代文明の発達に伴う

様々な汚染物質の議響で、最も美しくな

い島になつてしまつた。こみ捨て場がな
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くなつたので川に捨てたら、(り が)埋ま

ってしまつたなんで話もある。こうした

水の汚染は深亥Jで、ある人に聞いたら台

湾には魚の住んでいる川はないといわれ

た。

自らが破壊 した水を、川を何とかしよ

うと、以前ある試みが行われたことがあ

った。それは、人工的に河口を広げて、

川の水を海にできるだけ流そうというも

の。ある大学の先生のアイデアだつたが、

河口を広げたら、周囲に塩水が逆流 して

きて、大変な被害をもたらした。一度壊

した自然は、容易に回復するものではな

いという典型的な伊」だ。

現在の日本の景観設計、まちづくりと

いうのは時間というものが姿を消してし

まつている。だから、歴史的に価値のあ

る建物なども、邪魔だから壊 してしまえ

ということがよくある。

どうもそれは間違つているのではない

か。私の住んでいる長岡にも昔はお城が

あった。どこにあつたのか調べて見ると、

今は駅の下ということ。大変がつかりし

た。今は、別のところに新しいお城を建

てようとしているらしいが、そこにあつ

たから意味があつたと思う。どうして造

るのか聞いたら、お客さんを集めるから

とのこと。そういう考えというのは計画

でも何でもなくて、単なる思い付きだろ

うと思う。

これからは、時F88と いうものを大切に

していかなければならない。思いつきや

単純な発想で、景観づくりをしてはなら

ない。先人たちのつくつてきた歴史的な

遺産を理解し、なぜそこにそれがあつた

のかということを考えることが、景観を

考える上で欠かせないと思う。

積極的に使われる施設に

建築計画工房

主宰

長谷川逸子氏

育つた。私の逸という字は、祖父が外国

から帰つてきたときに独逸という国の字

からつけた。祖父は私をよく海につれて

いつてくれて、海をllめ ながら、「すこく

世界は広いんだ」と私に話してくれた。

海の近くで育つたことや大学時代のほ

とんどをヨット八―バーで過こした私に

とつて、海という存在は、身近で親しみ

やすいもの。

私の建築を海外の評論家は、よく陸の

上の船と評する。最初は「私は建築をつ

くつているのだ」と、そのことをけなさ

れているかに感じて主張していたが、私

の建築の特徴とされる水に浮かぶよう
~k

形態は、私たちの国の原風景の快適さと

結び付くのだろうとだんだん思うように

なつてきて、そのことを逆に私は、建築

の一つのコンセプトにしてよいのではな

いかと、思うようになつた。

今、新潟では新潟市民文化センターの

仕事を進めている。新潟市民の誇りであ

り、心のよりどころである阿賀野川のほ

とりに建設されるもので、私の提案はそ

の場所にあつた懐かしい原風景をオーバ

ーラツプした。市民の lulに積101V的 に使わ

れるような施設を思い描いた。

そこに、その土地に生きている人が中

心にいる場ができるということが私の望

み。これから皆さんの支援を受けてそう

ゆう場がつくれるように努力していきた

いと思う。

尊敬と畏怖が文化の根幹

新潟大学教授

樋口忠彦氏

海というのは昔から、歌に詠まれるな

どして、人々に親しまれてきた。

「浪速の海Jと かいつた具合に、その地

域の名勝、景観を表す歌枕として、古来

より海に関する言葉は用いられてきた。

その中でどんな言葉がよく用いられたか

というと一番多いのは「浦」、次は「島」

「浜」「崎J、 その次は「江」「磯J「海」。

それを見て感じるのは、海というのは

何もないところだが、日につくところや

自分たちが停泊するところに関する場所

が多いということ。すなわち沿岸の景観

というか沿岸域が多く描かれているなと

いうこと。身近に行ける部分が多かつた。

昔の人はどんな思いで、海を眺めていた

のだろう。

海というのは、こうした人々の親しみ

という面をもつ一方で、宗教的感情とい

うのか、常世の国、母の国、浄土がその

果てにはあると考えられてきた。生命の

こ、るさと『海』、生きていくための糧を恵

んでくれるということを、昔の人は先祖が

贈つてくれるものだと考えていたからで

はないか。そんな海のかなたに、人が思い

抱き続けている風景こそが、心のふるさ

とではないか。

昔の人は、海に関していつも尊敬と畏

怖の念を抱いて、接 していた。それが日

本の文化の根幹にもなつていたと思う。

最近、そうした海に対する関心が消えか

かっていることについては残念。海と人

の関係を改めて考えてほしい。   鬱

生活を楽しむ人たちがいる田舎で私は

― 1́2-
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新潟県土本部都市整備局

建築住宅課 参事

広川 忠夫

「海と景観」をテーマにした日本建築

美術工芸協会 (芦原義信会長)主宰、新潟

県及び新潟市共催の「'95新 潟シンポジウ

ム」が 6月 9日 、遠山文化庁長官をお迎

えし新潟市内のグランドホテルで建築家

や工芸家、デザイナーなど約600人が集ま

って盛会に行われた。

シンポジウムでは、新潟県知事 (出納

長代理 )、 新潟市長の挨拶に続いて遠山長

宮が「文化、そして海を考えるJと題 し

て講演、「海は恋人たちが語り合う背景に

しかなつていない。先人が海から学んだ

文化を大切にしていきたい」と話された。

建築家、大学教授など 5人によるパネ

ルディスカッションでは、司会の内丼昭

蔵・同協会副会長 (京大教授)が 「ウオ

ーターフロントなどの開発は、経済中心

で環境、景観まで考えていないものが多

い。景観に焦点を合わせて、海と人間の

関係を模索したいJと述べた。また、豊

口協 。長岡造形大学長は、自ら海外視察

に行つた際に撮つた写真をスライ ドで写

しなから「海がよく見えるように建てた

建物は、海から見ると景観を損ねている

ように見える。海からの視点で考えるこ

とも必要でないか」と提言、参加者から

は「建設と自然環境との共生Jと いう難

問が出されるなど景観をめぐり活発な議

論が展開された。

会場には建築・建設業界や県、市の関

係者にまじつて、工葉高校生やデザイン

の専門学校の生徒、大学生や一般市民ら

も姿を見せ、パネリストの話を熱心に聞

き入つていた。

当日朝は雨模様で、長官のお迎えをは

じめ県内外からの参加者の足元を心配し

たが、幸い、昼間近になりさわやかな初

夏の日射しとなり受付を前に一安心 した

ところであつた。

会場は遠くにI」
t後の山々を背景に街を

包み込むようにして流れる信濃川と新潟

のシンボル万代橋を彩る何隻かの白いヨ

ットを目の前にまさにウオーターフロン

トに位置し水の都新潟の一端を感じてい

ただけたと思う。

今回の共催依頼にあたつて、テーマが

景観であることから都市景観形成の企画

所管の都市計画サイ ドとキヤツチボール

があつたが著名な建築家の協会であり予

算措置や運営等から建築サイドが適当で

あろうということで市とも建築行政所管

課が担当することとなつた。

会場の設営やら実際の細かい段取りは大

部分新潟市にお願いし大変こ苦労をお懸

けしたところである。

主催の協会が文部省の認可団体である

ことから、その対応に困惑しつつ協会事

務局の助言を得ながら最後のつめの打合

せを前々日に行い準備万端シンポジウム

を待つまでとなつた。

しかしそのころ、オウム騒動のまった

だなかの霞が関では長宮の出席も含めた

身辺警護について相当の検討をされた模

様で新潟至J着時間を遅らせるとの連絡が

舞い込み、急返スケジュールの調整や警

護の強化等再度打合せに飛び回つたとこ

ろである。

翌日はこの新潟を育んできた母なる日

本海の視察に相応しい1央晴であつた。

景
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新潟市都市整備局開発建築部長

東條 昭久

醸鳳^、 鳳.

日本建築美llJ工 芸協会の伊藤事務局長

から、来年新潟市で'95新
潟シンポジウム

を開催したいとの連絡がはいつたのが昨

年の 5月 の初旬であつた。その年は 5月

13日 に彦根市で'94滋賀・彦根シンポジウ

ムが開催されるとのことで、さつそく市

の職員を彦根市のシンポジウム会場へ調

査視察に向かわせた。

約700人 もの参加者があり大変盛況で

あったとの報告を受けて、本市での開催

に賛同し、協会から開催の協力依頼並び

に共催依頼を受け、これを承諾した。

会場や期日等について協会の伊藤事務

局長と再三にわたり協議をし、期日は 6

月 9日 会場は新潟市のシンボル信濃川と

万代橋が一望出来る新潟グランドホテル

に決定した。

テーマについては日本海イ貝Jの拠点者F市

新潟市に相応しい「海と景観」に決まり、

日本海に沈む夕日をイメージしたポスタ

ーの作成にとりかかつた。

シンポジウムの企画立案も決まり、本

年 4月 末日にはポスターやリーフレツト

も刷り上がりいよいよ実施段階にはいつ

た。

ます第一には、いかにして多くの人を

集めるか、その手法として関係する建築

団体や国 県、市の行政機関並びに学校

関係にポスターの掲示とシンポジウムヘ

の参加を依頼 し、参加人数も前もつてお

知らせ頂くようお願いした。また、一分Q

市民への呼びかけとしては地元紙の新潟

日報と新潟市発行の 「市報にいがたJに

掲載し、さらに、新潟駅の東西連絡通路

などにもポスターを掲示して広く一般市

民への周知をはかつた。

シンポジウムの日が近づくにつれ依頼

しておいた団体や学校から参加人数が報

告され事前に500人 以上の参加者が見込

めることになつた。また、一般市民から

の問い合わせもあり、当初予定した600人

をはるかに越えることが予想され、急きょ

座席を700人分に変更した。 当日は予想

されたとおり700席がほぼ満たされ、特に

注目されたのは工業高校の生徒が授業の

―買として40名 参ljOし たことであつた。

後日教諭から「著名な先生方のお話しが

直接間けて大変勉強になつた旨生徒たち

の感想があつたJと連絡がはいつた

また大学生や専門学校の学生の姿も多

数見られ盛大なシンポジウムとなつた。

私自身も、文化庁長官を初め、日本を

代表する建築がこ専門の諸先生方のお話

しを直接聴間でき、感激した次第である。

交流の集いへも多数の参加があり盛会

に執り行われたことは大変喜ばしいこと

であつた。

パネラーの先生方は、大学生や市民の

人達といろいろ意見を交換 したり、名刺

を求められたりしておられたが、持参 じ

た名刺がすつかり無くなり、もつと持つ

てくればよかつたと残念がつておられ

た。僅か 1時間の交流会ではあつたが参

加された皆さんが有意義に過こされたこ

とと思つている。

協会の会員の方で翌日、新潟市内を見

学された方もおられたが、新潟の海の幸

が大変好評であつたとのことを担当から

報告を受け安堵した次第である。

来年は北九州市でシンポジウムが開催

されることに決まり、北九州市の職員の

方がお見えになつておられたが、なんと

言つても取り込み中のところ十分な説明

ができなかつたことをお詫びし、'96北九

州シンポジウムが成功されるとともに社

団法人日本建築美術工芸協会がますます

発展され、こ活躍されることを祈念いた

します。

NHK デイレクター

小池 保

私は、記念講演やパネル討議、そして

交流の集いのそれぞれが、スムーズに進

行するよう司会進行の役割を担わせてい

ただいたおかげで、シンポジウムの内容

に密着できる役得にあすかれました。

「海と景観」という大きなテーマにつ

いて、自分なりの見方を前もつてi_・理し、

それを枠組みに、話の展開を素人なりに

阻疇しようと、ある程度考えはしました

が、なかなかまとまらず、モヤモヤした

中途半端な気持ちで新潟駅に降り立ちま

した。

新潟に着いて駅からバスで会場へ向か

う途中、万代橋を渡りながら、らヽと信濃

川の河□方向に目をやりました。私は昭

利58年の夏まで、新潟の放送局で 3年間

勤務していましたが、その頃は、川かた

だデレッと海の方向に向かつて広がつて

いるだけで、とりたてて特徴もない河□

風景でしかなかつたように思います。

しかし10年あまりたつた今、そこには何

隻かの小型ヨットが繋がれ、海に面した

都市らしい、落ち着いて健康的なリゾー

ト感覚を醸じ出していました。

なるほど、新潟は今、こういう面も大

事にしようと考えているんだなと、私な

りに納得しました。

その時に、私の中でモヤモヤしていた

ものが、あるかたちをとつて意識されま

した。

環 観」とは、「自分たちのまちは、こう

いうあり方を大切に考えているんですJ

というメッセージが、具体的な形態とな

ったものなのかな、と感じたのです。

それは、憬 観Jと いうことばに含まれる

意味合いの、ほんの一面という程度のも

のではありましたが、それなりに納得が

いく考えでもありました。

そこで私は、シンポジウムのテーマを理

解するための、自分の中の小さな枠組み、

尺度として持つておくことにしたので

す。

これで、シンポジウムに対する私の楽

しみがまたひとつ増えました。

つまり、私のこの考えが、シンポジウム

ヽ
ノ

聴
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の展開によつてうつちゃられる、その小

気昧よさ、見事さを楽しむ気持ち一一や

やマゾヒステイックな楽しみが加わりま

した (そ ういえば、新潟には、サ ドとい

う名の島もありました)。

果たして、この枠組みの有効性への期

待は、爽快に裏切られました。

それどころか、「景観は、そこにある生命

を大切にすることからしか生まれないJ

という主張や、「良い景観には、時間 (歴

史)が組み込まれているJと いう指摘な

どを聞いて、ある種の恥ずか しさすら感

じました。

河口にヨット八―バーの取り合わせに、

景観のひとつの意味を見ていたという、

何という狭小さ |

今回のシンポジウムでも、建築という

ものが、いかに幅広い世界観の模索の中

で創造されているかを、改めて知ること

ができました。又、シンポジウムのその

他のお話からも、私の仕事の上で役に立

てられそうな事柄を、たくさん仕入れる

ことができました。

少しキザに構えて説明すれば、司会進

行という立場の意味は、自分なりにその

内容を生きようとすることです。平たく

言えば、人よりも良く聞く(Hca「ではな

く、Listen to)と いうことであり、良

く聞けるという立場だと言うことができ

ます。

この役得は、なかなか人に譲れるもので

はありません。

ですから私は今、この収穫を自分の仕事

にゆつくりと役立ててゆきながら、早く

も次のシンポジウムの機会を虎視眈々と

狙つているところなのです。

広報委員

侑1北村孝昭広告事務所

北村  孝日召
名古屋市中央区32733

「出を背にして」

あの頃はまだ豊かではなかつた。

それでも、そろそろ余裕も出来て、通

される社長室には絵の一枚ぐらいは掛け

られていた。

その多くは何故か山の絵であつた様に

記憶する。

昨今は、一様でなく、高価な絵が計算

されたいい場所に飾られていて、通され

た客は「いい絵ですね」の―言も言わね

ばならない様に出来ている。

話の糸口には好都合かもしれない。

「この先生の絵は、ずいぶんとお高い

でしょう?」「いや、買つた当時はともか

く、今はまるで駄目です。ハ八八」。不謹

慎と言われようと何と言われようと、直

ちにお金に換算したがるのが、戦後50年

で培つてきた日本人の悲しい習性。そう

目くじらを立てることもないといわれれ

ばそれまでのこと。

それにしても、当時の絵は何故 「山」

だつたのか一一

考えられることは、無難だからという、

ただそれだけの理由で、秘書室あたりが

適当に選んだケース。そして次は、社長

が特別の想いをもつて固執 した場合。

青雲を胸に抱き、都会に出て来て頂点

を極めた社長が、兎追いし頃を懐かしみ、

その絵に自分の少年期を投影し、親しん

だとしても不思議はない。

ただ島国のわが国において、ひたすら山

に見入るということは、海に背を向けて

いる姿にほかならない。

戦後の日本人が、海を意識し始めてそ

んなに時間が経つているとは思えない。

「皆さん、土地はいくらでもあるんです

よ lJと 、時の総理がダミ声を上げれば、

西の経済人が「六甲の土地を持つていつ

て、瀬戸内海を埋めたらええんですわ」

と応えた。

人々は、その構想をたたえ、無茶とは

考えなかつた。やがて、ウォーターフロ

ンК開発の言葉が生まれ、全国至るとこ

ろで、今度は山を背にした。

山では、グリーンは美しいが、蝉の声も

なく、 トンボの姿もない不気昧な静けさ

を持つゴルフ場がいくつもでき、海辺で

は、まるで生態系を無視 した作業が追い

立てられる様に進められた。

少年期を四国の松山で10年近くを過こ

した私は、毎年、夏には小島に渡り、海

に親しんだ。学校からの半強制的な楽し

いキャンプ生活だつた。

海辺の砂利を洗う、優しいさざなみの

音は、今でもはつきりと耳に残つている。

その水の美しさも忘れられない。30数年

も前のことである。

池田武邦先生が悲痛な想いで語 られ

た、生態系が無視された瀬戸の海を見る

のは辛い。

7月 20日 の全国紙の各紙上に我が意を

得たりの広告を見て、思わずヒザを打ち

□元がゆるんだ。

全七段、新聞は15段 に区分されている

から、約半分、大きなスペースである。

広告主はあの財団法人日本船舶振興会。

ヘッドコピーが飛び込んできた。

そういえば、海について考えたことな

かつたなあ、である。

そして、来年から 7月 20日 は祝日「海

の日」となりますと続いていた。

それぞれの人や団体が海をどう考えよ

うとどう付き合おうと勝手といえば勝手

であるが、海が泣けばやがて、人間が泣

くことだけば間違いのないこと。それも、

ずつと後の人間が。

開発好きの日本人のこと、海辺から海

底へ、ますます開発の意欲は燃えたぎり、

止まることはないであろうが、恐れを知

つた開発であつてほしいと秘かに願う。

それとも、自然は人間の悪戯なんかでど

うなるものでもない大きな存在であつて

くれれば幸いである。       鶴
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新理事抱負

建築家
池原義郎 建築設計事務所

池原 義郎
新宿区大久保211 9第十松田ビル

TE■ L U3 8ビ J=4301

私の近況

つい、この数日前 (7月 9日 )、 市立の

北九州大学の中心となる建築が竣工 し

た。この設言|に この数年をついや して来

た。これは既存のキヤンパスの りニュー

アルのための最も中心的なものであつた。

設計の前にこの大学のキヤンパスを初

めて拝見したとき、市の都心部と郊外部

が相接するところであり、また、者陶いと

郊外を結るヽ交通幹線に直接な関係を持

ち、朝夕に流動する市民の目に、そのキ

ャンパスの全てを開いていた。そして、

大学を取りまく街そのものと一体化して

いるようであつた。それは、研究と教育

の府として、街から切り取られた独立性

ではなく、街と市民と一体化された或い

は市民の日常と大学の日常が連続してい

る大学であるように思えた。市立である

大学の本来あるべき姿が偶然出来上がつ

ているように見えたのである。単なる文

化・学問の象徴としての大学にとどまる

のではなく、街と市民に開かれた、都市

と一体化した大学であると感じてしまつた。

今回、新棟の設計に対し、市及び大学

倶Jが私に示した与条件は十分にこの考え

/_r示 しているもののように思えた。この

―棟の建l・」に、研究棟、教室棟、体育棟、

或いは学生、教員、職員、そして時に市

民が日々交流する大学センターといつた

多様な機能を複合しているのであつた。

このこと自体が都市性を備えているとい

えよう。その意味でも、街と一体のもの

であると思えるのである。単に象徴性を

超え、若者と教員と市民が渦巻く立体的

広場であり、この生き生きとした学問と

教育の活動が展開することを想わせるも

ののように感じた。

この建物の前に大きな彫亥」を建てたい

と思い、ニューヨーク生まれでヨーロツ

パとアメリカを中心に活躍している、ビ

ヴアリー・ペツパーさんにお願いした。

大地と自然を舞台とした都市的イメージ

に独倉」性と独特なコンセプトで世界的な

評価を集めている彫亥J家が、この大学の

ために制作をして下さることになり大き

な期待とよろこびをもつてこれが建つ日

を待つていた。

北九州ポリジェネシス (多元発生説 )

と題する高さ25mの コルテン鋼の作品が

5月 に現地に建てられ、「地球上の様々な

文化、言語、洞察力を共通の声として一

つにまとめたいという全世界の願いに基

づいて制作しました。“北九州ポリジェネ

シス"はその形とコンセプトにより、世

界の多様性と統一性への理想を、二つに

別れた異なる柱が―本の塔となつて目標

をめざす心を表現し、それは二本並んで

しっかりとそびえ立つ記念塔になるので

すJと言葉を送つて下さつた。

建築は、それを使用する人々、それを

Dき める人々、それがある街の人々、それ

が建つ大地に住む人々、その人々の心に

無言の語りかけをし、感性に共振 し、豊

かさを贈るものでなければならない。そ

の意味に於いて、建築は芸術であり、文

化の証でもある。そして彫亥J、 絵画のよ

うな純粋芸術との共演を得て、その建築

の文化的役害」は高く増幅される。ペツパ

ーさんの作品はこの大学の建築の心を見

事に嘔いあげてくれた。

この大学の教授の一人が新聞に語つた

ことが記事となつた。開多亥」などに 5千万

円の公費を使うとは同意できない。 5千

万円の公費が使えるなら、それで図書館

の本でも買うべきではないか」と……

建築美術工芸協会が行うべき役割はま

だまだ多い。

建築家
日本大学生産工学部教授

総務運営委員長

MAYUMI Mヽ 与へWAKI

宮脇 檀
(有)副協朦建築研究所

東京都渋谷区代宮山町41
代宮山マンシヨン107

TEL 03 3464 9600

総務運営委員会が動きます

会長の声原さん、副会長の内丼照蔵の

2人のコンビからは、旧建築家協会時代

から、何かにつけ仕事を押しつけられ、

引きずり込まれてきた。

aacaも 同じパターンで入会させられる

と、総務i~9営 委員、そして委員長、そし

て直ちに理事と、ベル トコンベアー的に

押し流されてきた。

それを言い訳にする訳ではないが、始

めしばらくは会の内容そのものが良く理

解できず、云つてみれば不良、冬眠会員

の一人だつたと思う。

けれど運営委員長も 2期 目、やつと会

の全容と問題点も少しは判かつてきた。

(と いうことは私一人が何かして出来る

ことではない部分が如何に多いかが判か

った という ことでもあるのだけれ ど

……○)

どんな会でも皆問題があつて、参加の

メリットがあつたりなかつたり、多かつ

たり少なかつたりするのは当然。メリッ

トの多少で会を論 じるのはしたくない

が、せめて入つて良かつた、位は思える

会でありたいと思う。

この会の構成メンバーの多様さは信じ

られない位巾が広い。この人達と何らか

の型でおつき合い出来るようになれば、

それ丈でも大変なメリットだろう。

人々が混じり合うにはその容物である

会をゆさぶるだけで良い。総務運営委員

という委員会は、その為に会を色々ゆさ

ぷる事を考えるセクシヨンであろうと思

う。次々と何か考え出し、それを次々と

会員の皆さんに処理、解決していただく

(いただくという所かミソ)。 景観テーマ

であろうと、委員会、シンポ、勉強会其

の他、あらゆる運動を考え、皆さんに協

力の依頼、指名をし、それで会員同志の

ブラウン運動が盛んになり、会の活性化

が実現する一一という身勝手な方向を委

員長としての私は考えているのだが。

どうぞ会員の皆様、総務運営委員会か

ら何かお願いがあつた時には、楽しい結

果になるのだと思い、こ協力下さらんこ

とを。
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東京都写真美術館館長

三木 多聞
東京都北区中里3182
TEL□ 3 3glJ 263ソ

私の近況

この四月に東京都写真美術館の館長に

就任し、徳島県立近代美術館と二つの美

術館館長を兼任することになつた。東京

都写真美術館は日本ではじめての写真専

門の美術館として 1月 20日 に開館した。

近年、写真や映像に対する関心は急速

にひろまりつつある。美術においても写

真や映像をとり入れた表現が増大し、美

術と写真との領界は半」然としなくなり、

クロス・オーバーな状況になつている。

それは写真製版をとり入れた版画が盛ん

に市J作されるようになつているというよ

うなことばかりでなく、写真と美llJが さ

まざまな形で複雑に入り組み、美術の表

現領域をひろげているといつていい。そ

うした状況を反映して、各地で活発に活

動している美術館の中で、写真に関する

展覧会を開催したり、写真をコレクショ

ンしたりするケースが多くなつている。

写真を専門とする美術館という要望はか

なり前からあつたが、それがようやく誕

生したわけである。

写真を収集し保存じ整理して、展示し、

そのための調査研究を行うという美術館

としての役害Jはもちろんであるが、国際

交流のセンターとして、また新しい写真

の展開をバツクアップする拠点として、

写真美術館がとり組むべき未知の領域は

大きい。可能性をもとめるのは大きな魅

力であるが、基礎づくりをじっくりと手

がけなければならない。現在開催中の第

1回東京国際写真ビエンナーレ展もその

一つであるが、PRが充分とはいえなか

ったにもかかわらず、57か国から1800点

の応募があつたのは、関心の強さを物語

つている。

ところで日本建築美術工芸協会も既存

のジヤンルの枠を超え、クロス・オーバ

ーな領域に挑戦しようとするところが、

大きな魅力である。

茨城県近代美術館館長

加藤 貞雄
水戸司jT波町東久保6661
TEL_020-P43-5111

私の近況

全国美術館会議という組織がある。県

立、市区町村立、私立、大小さまざまな

美術館が、情報交換や親睦を目的に集ま

つている。参カロしているのは、ことし 6

月の時点で291館。まだまだ美術館の建設

が進んでいるので、来年には300館に達し

そうだ。

1952年に、lll盟 館26館でこの組織は発

足した。前年に、日本で初めての近代美

術館として、神奈川県立近代美術館が開

館したのがきつかけだつた。この年はま

た、東京国立近代美術館が開館した年で

ある。この 2館で、ようやく、日本も、

専門のスタツフがいて、調査、研究を行

い、独自の企画を立てる、美術館らしい

美術館を持つことになつたのである。

それ以前にも、東京都や京都市、大阪

市などに公立の美術館がなかつたわけで

はない。しかし、それらは、主に団体展

などの会場として使われていたのであつ

て、実態は貸しギャラリーであつた。つ

まり、美術館という名称に応、さわしい美

術館は、前記 2館ができるまで、明治以

来、この国に存在しなかつたのである。

それを思うと、行政主導の公立館を多く

含む美術館が、40数年間で激増 したのは

大変なことである。しかも、その大半は、

近々15年の間に建つたものだ。

要するに、日本の美術館活動は、まだ

始まつたばかりといえるだろう。急激に

増えたため、経験を積んだ学芸員が少な

いし、予算も乏しい。それでも、それぞ

れの美術館は、行政や地域との折合いに

努力しながら、展覧会企画やワーク・シ

ョップなど、いわゆる教育普及事業に取

組んでいる。

この “教育"と いうのに、私はひつか

かるものを感じている。たいていの美術

館は「教育施設」と位置づけられ、生涯

教育の場となることを求められている。

しかし、美術館は断じて学校教育の補完

施設ではなくて、スタツフ挙げての “機

能"であり、それも教育というより文化

の倉J造の担い手としてのものでなくては

ならない。その意味で、美術館とaaca

との間には、おおいに接点がありそうだ。

そこで、もとでをかけずに、面白い情報

やヒントをaaCaから盗めるなら、こん

なうまい話はない、と私はほくそ笑んで

いる。 □

・
   /`ヽ
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設景家

調査ll究 委員

靭東京ラン ドスケーブ研究所代表

小林 治人
東京都渋谷区神宮前1164
TEL 00-3404-3601

地球規模で環境を考える日寺代になつ

て、ランドスケープ・造園への関心が高

まりを見せている。ランドスケープは15

～ 16世紀に画家のテクニカルタームとし

て用いられていたものが、地図の発達と

共に地理学の用語としても盛んに用いら

れ、造園の計画・設計のセンスで用いら

れることが定着したのは19世紀になつて

からである。しかし、20世紀末の今、ラ

ンドスケープの概念は、自然環境から都

市などの人工的環境に至る広い対象にわ

たつて用いられるようになつて、従来の

造園とは異なる概念であると言う趣旨の

論が目につく、日本における造園はその

奥行きの深さよりも、空間的序列、経済

的規模などによつて理解され、巨大建築

物などの外構処理技術としての付属的理

解が一般化されつつあるように見える社

会現象がもたらした理解と受け止められ

るが。最近まで専門家の間で使用されて

来たランドスケープが社会的に普遍化し

つつある今、ランドスケープの目指す空

間が園を造る事にあることを意識 して、

園について考えてみた。

環境が意識されるようになって、良く

用いられる公園都市、庭園都市、など園

と名のつくところは、出会いの場所、自

然や文化的知識の集積する場所であり、

そこには人工的施設が程よく抑制されて

存在し、規格化が困難な生き物の論理が

基礎となつて生活に喜びや、楽しみを与

え、園で得られる知的な刺激によつて、

新しい発想や命の活力が得られる。不規

則で、一見曖昧に様々の分野のものを詰

め込んでいる園は、学び経験する場所で

もある。

人間と自然の関係が生態学的、芸術学

的に良く調和の取れた美しい空間となつ

て出現 している園に接 して人々は、エデ

ンの園、パラダイス、浄土などを感じ安

らぎくつろぎながら活力を得る事ができ

ると最近の精神医学者は言う。これらの

命題に対して、我々が日常の仕事を通し

て夢を描き、社会の動きと共に生き、共

に行動して、生きた園を造ることの可能

性を求めて、伝染病のような都市問題や、

社会的各種の車し礫に耐えて、『園を造るJ

道を歩む日々が続く。       摯

・20世紀初頭の石灰岩の採掘場であつた空間が花の園べと変身した。 ブリテイツシユコロンピア ブツチャーガーデン

季節の移ろしヽを都心に導入した広場 仙台市匂当台 設計TLA

時代の華一輪

『置を造る』道



七宝焼作家 壁画専門

デザインは建築物のコンセプ トを把握 じ統-1生 と連帯感を基本

にする。同時に私の作品の特徴は手造 りの人間の温も りと感性

皮膚感覚をメッセージする為には色彩80色以上の絵付を一枚づ

つ 10数 回七宝焼窯で手焼で焼成。素材は銅板 にガラス質徴粉を

乗せ800度 窯で焼く。施行は特許申請の三重工法で震度 7でも安

全が検証済。作品の変色錆熱の耐久 1生 は三十年と保証されている

エジプト時代の技法で科学文明と人間文明の共生アートを提案。

「生誕 SEITAN」
設置場所 :西新宿アイランドタワー(住都公団住宅棟入回)

1500mmH× 165DW× 35D∈妻板含)

千代田区の総合文化施設として 5月 にオープン。その一階庭園

ロビーのモニュメン トとして制作 しました。円筒は常盤松の透

彫りで上部の鳩も共にアルミ鋳物のミガキ仕上げ。

千代田区の歴史と文化の発展を表 しました。

「松音頭 (まつおんど)」

設置場所 :

東京都千代田区一番町
「いきしヽ―~プラザ」
2600mmH× 50口 W× 50□ El

人間の営み自然の摂理の接点をテーマに20万個のズマル ト (焼

きガラス)の小片を使い、モザイク作家工藤晴世との共同市J作

で完成 したモニュメン ト。ガラスの光 りと陰の部分が、亥J々 と

変化 し季節によっても表情を変え見る人 に常に新鮮な発見を与

えるであろう。

「分水嶺」
設置場所 :浜松市都田アクノポリス

2300mmH× 6000W× 3000□ (楕 円柱)

日本彫亥」美術株式会社 彫刻尿

TAKASHl TANAKA

田 中 高
東京都東久留米市滝山5-285
TEL 0424 76 0375

大阪万国博以来岡本太郎先生の片月宛として多くのモニュメン ト

製作のみ手伝を して来ま したが、其の合間に私へ名指 しの作品は

なぜか歴史上の人物銅像が多く今回も隼の首領かとも云われる

伝説の人弥五郎銅像の製作中です。完成は来春 3月 除幕の予定

です。

「弥五郎銅像」
設置場所 :

鹿児島県曽於都
大隅町岩川
15□ 0□ mm卜 1× 8□ OUW×
450DEl

ず

Ｆ
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トーク 場所 :東陶機器l■lTO丁 0銀座パビリオン9F会議室

第67回 1995年 1月 29日 lel

工芸家

並木 恒延
東京都羽村市羽中31434
TEL OJ25 55 1519

塗料であり接着剤でもある漆の話/~す

る時、聞いて頂く皆さんには、やや理解

しにくい素材だと思います。それは漆と

いう材料が造形素材でなく流動体のある

加工素材であるからです。何 10工程にも

及ぶ仕事、そして本や紙や布、プラスチ

ックから金属、ありとあらゆる物との相

互性から、端的に形が見えて来ないと言

う理由からです。

漆液はうるしの本に刃物でキズをつけ

採取する自色の樹液です。アジアモンス

ーン地帯にウルシ科の植物は何百種類も

あるといいますし、日本でも、ハゼ、ツ

タウルシ、ヤマウルシ、ヌルデなどが自

生してます。しかし私達が使用する日本

の漆液は「うるしの本」のみです。漆の

本も、掻き子と呼ばれる人達も減少し、

現在99%中国産漆を中心に輸入に依存じ

てます。

その漆の特質は、唯―直射日光には弱

いものの、酸、アルカリに対しても防腐

性があり防水性もあります。日本では石

器時代にすでに、やじりと矢を蔓で結び

漆で固めたことが知られ、また土器の表

面に塗られるなど、最近次々と発掘され

る現状から見ても漆の堅牢性が証明され

ています。時代が移り、単なる接着斉Jか

ら美術工芸的な用途に使用され、基本的

な技法は鎌倉時代には完成されました。

桃山から江戸時代にかけては町人文化も

拍車をかけ細工的ですらある精巧な技術

へと進み現在に至つております。

漆塗りの工程を大きく分けると「素地」

「下地J「塗り」肋□飾Jに分類されます。

「素地Jと しては本材を中心にどのよう

な物にも塗ることが出来ます。「下地」と

は主に漆と土、のりなどを混ぜたものを

器物などに塗って、堅牢平滑な画を作つ

て行く作業です。そして下地が完成する

と、いよいよ「塗り」の作業に入ります。

下塗り、中塗り、上塗りを経て無地の器

類などが完成します。塗り上がった漆面

に絵を付けることを「加飾Jと いい蒔絵、

螺鋼、彫漆、切金など様々な表現技法が

あります。

私は漆の世界に入る時、一つ心に決め

た事がありました。従来の文様/~中心と

したパターン構成を否定し、描写的表現

による叙情性の追求です。金粉のボカシ

を利用しデツサンをしている様な気持ち

で空気を感じる画面作りです。白い紙に

向かうのではなく、黒漆に描くのは黒板

に自チョークで描くのと同じで、最初は

まこつくこともありました。スケッチな

どは怠りませんが、たまに自い画用紙が

眩しくさえ感じます。それは黒漆に向か

うことが日常になったということです。

漆は扱いにくい、高価である、カブれ

るというマイナーなイメージをいだかれ

る事が多いのですが、これからも、日本

人の身の回りに普通に存在していた漆、

すなわち小文字の」apanに 注目し、見

守つていただければ幸いです。

第68回 1995年 2月 17日0
束Jし ゅう作家

朧久尿道子エンブロイダ リー

久家 道子
東京都中野区弥生町4348
TEL□ 33381 1151

刺しゅうと共に40年

世界の刺しゅうの旅

何時の時代にも刺 じゆうは服飾に室内

装飾に又はおしゃれな持ち物などに多く

の人達に愛され、親しまれて今日に到つ

ています。ヨーロッパ・アメリカ・アジ

アの美術館の所蔵品の中にも実に多くの

種類に亘る格調の高い作品を見る事が出

来ます。英国のロンドン・ケンジントン

区のビクトリア・アンドアルバー トエ芸

美術館は中でも最も多岐に亘つて数多く

の立派なコレクションを公開して呉れる

美術館です。私の生涯にとつての偉大な

師として尊敬 しています。25年もの昔、

毎日歩いてその美 lll館の 2階に3000点餘

り保存されているであろうビクトリアE寺

代を中心とした刺しゅうの部屋と隣接し

ている200年～300年以前に作られた人の

業を超えて神様の手によるものとしか思

えない美しいレースの部屋に通いたい為

にケンジントン区のクロムウェル、クレ

ッセントの 2階フラットを買つてしまい

ました。勿論、日本での仕事は当時から

忙しく、毎日の様に指導の為に刺しゅう

の教室に通い、作品デザインに明け暮れ

し、子育てや家庭もおろそかに出来ない

環境でしたが、私の性格は実にいい加減

で、便利に出来ていましたので、毎日々々

せつせと気持ち丈は、美術館と骨董屋等、

ロン ドンの中を歩き廻 らせておりま し

た。その様な中から年に 2回～ 3回はヨ

ーロッパ他、外国を訪れる機会に恵まれ、

仕事を通して “欲と二人連れで"自分の

好みのアンティークの束Jし ゆう。レース・

ガラスや装身真を少ない予算の中で一生

懸命買う楽 しみを覚え、出来るだけガサ

が小さくて密度の高い物にしぼり込みま

した。フランスののみの市で安く交渉の

上我が手に入れた19世紀の黄婦人のステ

ータスシンボル「カシミアショールJ。 タ

ッチングレース (手法)で編まれた、こ

れ以上細いレース糸は無い位の精Iうなメ

ダイヨン (丸型)を千個つないだカトリ

ツクの祭ネし用のテーブルの縁取り。十字

架をモチーフにゴブラン刺しゅうで刺さ

れた僧衣の部分や聖書の上、聖餐式用の

小物や縁飾リテープ等行く度毎に益々工

スカレー トし、こちらの見る目も確かな

ものになつてゆきます。

貴重なコレクションは全て参考資料と

して役立っています。

小学生時代を中国山西省太原で過こし

た経験をもつ私は、'78年度から中国の政

策がやや自由に変わつたので、刺しゆう

を教え、注文する為にせっせと年に 4回

づつ訪中しています。北京大でも60回余
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りになり、フォーマルバックから小さな

ブローチ等の作品に仕上げる為、200年余

り昔、ロココ時代、八プスブルグ家より

の歴史を伝えるプチポアン刺しゆう (ゴ

ブラン刺しゆうの中でも最も精巧)が活

かされています。

N丁下の手づくり束」しゆう電報として

約 5年前から日本中に慶びのメッセージ

をとどけてもいます。祖母と母が東」しゆ

うを教える中で育ち、戦前、羽仁もと子

先生の自由学園に入学し、昭和27年から

3年間、恵まれて当時は国外へ出るチヤ

ンスの少ない時をチリの公使館で過こす

事が出来たことは、40年も束J繍―筋に自

信をもつて仕事が続けてゆける原動力と

感謝しています。

集めた刺しゅうやレース等私にとつて

価値ある作品は地方展や講演会など機会

ある度に出来るだけ多くの方々に見てい

ただいて本物指向の時代を迎えた今、楽

しく、豊かな主役としても活躍しており

ます。

第69回 1995年 3月 17日 0
東京芸rlj大 学美術学部長

澄川 喜―
東京者「清瀬市上清戸214 2
TEL D424-91-2150

以前、米国の若い彫刻家が芸術大学に

留学生として在学したことがあります。

彼は日本の文化に強い興味を持つていま

した。来日間も無い頃私と一緒に懐石料

理で日本のタベの一時を楽しんだことが

あります。

丁度その時の膳に学箸が付いていまし

た。私の少年B寺代、元旦には質素ではあ

りましたが、母が心を込めて作つた御節

14理 に必ずこの学箸が添えられるのが常

でした。

こ存知の方が多いと思いますが、箸の

中央がふつくらと脹らんでいるかたちの

箸で、母の手作りの千代紙の帯で二本が

きちんと纏めてありました。それぞれの

箸の両端を左右に3け ばきれいな帯を切

ることなく箸を抜くことが出来ます。両

端が細くなるように肖Jつ てありますので

持ち換えるとさえ箸 (添え箸)に なる訳

です。

毎年お正月の習わしになつており子供

心にこ馳走の時は早箸がつきものと思つ

ていました。

中太のかたちは米粒の楕円形を細長く

のばしたかたちで、柔らかく、ふつくら

と字んだかたちは実りを表わし、お祝い

の膳にる、さわしいことや、持ち換えれば

二通りの使い方がある素敵なデザインで

あることや、日本人の本に対する歴史的

な感性の良さを話しました。

日本には飛鳥時代から世界に誇れる木

の彫亥J(仏像)が数多くあります。仏像

の多くは彩色仕上げしてありましたが、

平安時代になり、檜材を使用 し始め、本

そのものの美しさを大切にしていたこと

や、また生活様式は木造りの住まいで畳

や障子、襖、身体には木綿や麻を着け、

植物を中心にした手造りの空間で生活し

て来たこと、等々、話に花が咲きました。

彼は 2年間の留学中、各地を訪ね日本

の美しさに関心したり、不思議がつたり

しながらいろいろな種類の割箸を収集し

ました。

帰国のとき 「私の日本での研究成果は

この箸ですJと笑いながら大きな箱一ぱ

いの箸を見せてくれました。私も初めて

見る素敵なデザインの箸が沢山ありまし

た。彼はアメリカで日本の不思議さを考

え続けていることと思います。

本の害J箸は資源の無駄使いだという説

や、植林の間伐材なので切られた本の再

利用だという説もあるようですが、客人

を持て成す食卓で主人が庭に降り立ち、

庭本の枝を切り、自然の枝のかたちを見

事に活かした箸を即座に造つた話など、

日本人は自然の総てのものに命を感 じ畏

敬のこ ろゝをもち、利用するのではなく

活用 していたと思います。

素菱鳴尊が雲の上から本を植えまし

た。

眉の毛を抜き放つと樟に、髭を抜き放

つと杉に、胸毛を抜き放つと檜になった

といいます。下 (し も)の毛は槙になっ

たそうです。樟や杉は舟を造れ (杉 は箸

や食物の用器に)、 檜は建物に、また槙は

棺に、と数多い樹種の中から適材を適所

に使えという教えになつているそうで

す、日本人の本に対する 「こゝろ」は素

晴らしいものがあります。

明治以後美術の教育も御多分にもれす

西欧の技術の勉強が主流でしたが、芸術

大学 106年 の歴史を見ますと、外国一辺任J

にならず 「日本のこゝろを忘れるな」と

いう天心以来の伝統の流れがあるようで

す。

現在も続けられている必修授業で、三

年次の学生は半月余り奈良京都などに出

かけ、日本の古美術の研究旅行を行つて

います。

飛鳥時代の樟の彫亥」(仏像)や、平安

時代以後の檜の彫亥Jを拝観 し、多くの障

壁画や建築を研究しています。

一昨年は特別の計らいで東大寺南大門

の仁王像の修復現場を拝観させていただ

きました。

大きな像が解体された現場は体内の本

組に残る荒々しい撃Ellや当時を思わせる

墨跡など鎌倉時代の熱気が立ち登つてい

るようでした。学生達の患を詰め、目を

輝かせて真剣に見入る姿には神々しいも

のがあ l‐ ました。

この研究旅行は千年を越す先達の知恵

の素晴らしさを知ると同時に匠達の15み

さに触れることは勿論ですが、本ものの

「こゝろJに出会うことがいかに自分の

感性を磨く上で大切であるかを知る旅で

もあるのです。

『仏つくれど霊入れず』といいます。

本当の芸術とはかたちあ6作品に心を入

れる難 しさを知ることでもあります。

しかし、芸術とは、特別のものではな

く、人々の生きざまが人それぞれの芸術

なのです。

才能の 「才」は生き続け広く学ぶことと

云われます。また「能」は学んだことを

活かす行動力だと云われます。自分自身

を生み出すために自身を見詰める力の総

合力が 「才能Jであり「個性Jと云える

のではないでしようか。

また、個性は作り上げるものではなく、

じつくりと発酵させ醸 し出されるものの

ようです。日本の個性は先達の知恵を学

び、次の世代に伝承 し、新しい倉」造へと

継続する力であり、「こゝろJではないで

しょうか。20世紀はあまりにもスピー ド

が早く「こゝろJを何処かに積み残して

きたようです。21世紀は経済大国の声ば

かりでなく、日本の由来と未来を思考し

た文化と云うもう一つの日本の個性ある

顔を持ち、本当の文イヒ国家日本として

こゝろある知的技術の開発利用が期待さ

れているのではないでしようか。  麟
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「水・緑。光―ヒトの集う空間」展

～海外にみる都市の環境芸術～

日会期 :1995年 8月 31日湘～

9月 26日 (カ

■場所 :東京ガス・銀座ポケットパーク

2Fアーキテクトスタジオ

東京都中央区銀座7915
TEL 03-3572-5555

■主催 :東京ガス・銀座ポケットパーク

■監修 :樋口正一郎氏 (造形評論家 )

■入場 :無料

「街づくりJ「都市づくりJへの関心

が市民の間に高まつてきています。なか

でも「文化的な生活環境を」という声が

多く聞かれます。経済と文化の両立した

欧米の都市に比べ、経済優先だつた日本

の都市文化づくりは、やつとスター トし

たばかり、といったところです。

鋼露やへびや大きな唇、そしてスクラ

ップの車輪などがプールいつぱいに広が

り、音をたてて水をまき散らし飛ばす。

パリの中心、ポンピドーセンター橋に二

キ・ド・サンフアールとジャン・ティン

東京ガス・銀座ポケットパーク 「水・

緑・光 ―ヒトの集う空間J展は、都市文

化の先進国、欧米がいかに自然と共存じ

ながら美しい街を維持し、つくろうとし

てきたか、水と光そして緑の浴れたなか

で人間の倉J造性を育む都市環境をいかに

築こうとしてきたか、それらを環境芸術

の写真を通して見てみようというもので

す。

会場では、世界各地の都市の過密化や

老朽化に対する美術家による環境開発の

試みとその成果のほどを写真パネルで紹

介。いまや都市づくり、街づくりに欠か

せない存在となつた美術家たちの最新の

活動を参考に、日本の都市環境づくりの

あり方を考える場となります。

なお、期間中、 4回のスライ ド会を実

施、欧米の都市がどこに向かい、どのよ

うな都市像を模索しているのかを探りま

す。

京都在住の当会会員染織作家、朝倉美

津子さんのタペストリー作品約40点を収

めた作品集、「糸の声を聴く」が出版され

ましたので御紹介します。     翻

朝倉美津子
〒6102京 都市西京区大枝西新林町

六丁目十の十八

TEL F∧ X(075)331-2763

書名 :「糸の声を聴く」

著者 :朝倉美津子

定価 :3,800円 /る たヽば書房刊

発行 :芸只日本建築美術工芸協会

Phone 03-3457-フ 998
Fax   03-3457-1598
〒108 東京都港区芝526-20

建築会館6F
振替 :東京 ]3650B5

編集 :(社 )日 本建築美術工芸協会 広幸『委員会

広報担当理事 ル,澤孝彦

玉見 満 (委員長)、 大多了介、北本J孝昭

坂上みつ子、崎山小夜子、高部多恵子

冨田俊男、石田員人

制作協力 I ItlS P建 材エージェンシー

ゲリーのカーニバルか仮装舞踏会といつ

た造形が、原色と派手な動きで愛嬌を振

りまき、沈んだ色の町に新しい血を送り

元気づけている。 (樋日正一郎)

a

写真 :GEO日 GES POMPIDOU CENttER ポンピドーセンター

-22-

丁OPrCS

EVENT 800K

願



モニュメント「サークル」

作家/鈴木 明

新宿区立総合体育館 (東京都)

天丼レリーフ「渦巻き星雲と銀河のドラゴン」

作家/柏原えつとむ

大河原町総合体育館 (宮城県)

O

スポーツ施設にやすらわ
アート

芸術。
コトブキのタウンアート事業

株式会社コトフキ

タウンアート事業部 東京都港区浜松町]146コ トブキDIセ ンター4F丁 105 Te1 03 3434_3042

1し 幌O112213496′ 高森01アア43/321′ 秋田0188639511′ 盛岡0196250ア 13/東北02228410111水戸0292258222/北関東0286627251プ千葉0432752161,埼 ■0488835566/
武蔵野o422538221/横 浜0454ア 1ア 151/新潟0252432216/長 野0262289722/静 岡0542828792/名 古屋0527734321/京 都0753ア 1322]/大阪063965111/金沢0る247-7422,
神■0782ア 18585/同 山0862460818/高 松0878519140′ 広島082230126,カ ロ陰0852227511/九 りヽ10924410763′ 長崎0958640102/籠 児鳥099258236]′沖縄098863/803



LINAX

そうで九 この優美さ力ヽ INAX。
大同生命大阪本社ヒ

゛
名 このヒルヾで使用されているテラコッタは、平物の他に、化粧陶板、特殊な袋状の水 bl」 、

窓台役物など、その種類は実に1200形状Qビツレの足元から、項部までを優美な曲線 と,直 線で包みこんでいまt

環境美の創造 と提供をめざすINAXの 一つの成果力
'こ

こにありま丸  い い な 、 INA X。

―
コ

株式会社 INAX東 京支社 〒104東京都中央区京橋 3-618803-5250-6544
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美術陶板「四季讃歌」

インテ リジエントスクール

INτ   ttT
SCHOOL

21世紀をめざした教育の展開のための特色ある施設づくり

滑l肺立滑lll中学校
富山県滑川市下島

大 型 陶 板

〓́
修

摯訳
監

監 I里 富山県建築設計監理協同組合

'旨

導 谷口汎邦 (東京工業大学名壼教1受 武蔵工業大学教授)

大 塚 ズーミ陶 :業
中山和彦 (筑波大学教授 )

体育崚鯨警画 原画製作 下田義寛 (日 本美術院同人 )

施      エ フジタ 八倉参建設 相川工業 」V

● OTセ ラ ミ ッ ク ● テ ラ コ ッ タ ● 美 術 陶 板

東京 1■ 101 東京都千代田区苺田司口]26「 年103 5295 0555 FAX03 5295 3556
大阪′■540 大阪市中央区太子通 322]TEL06 943 66● 5「AX06 9436487


